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グループ理念
私たち西武グループは地域・社会の発展、環境の保全に貢献し、
安全で快適なサービスを提供します。
また、お客さまの新たなる感動の創造に誇りと責任を持って挑戦します。

グループ宣言
私たちは、「お客さまの行動と感動を創りだす」
サービスのプロフェッショナルをめざします。

スローガン でかける人を、ほほえむ人へ。

私たちはグループビジョンを実践し、お客さまに｢行動｣と「感動｣を提供します。

グループビジョン

◎ グループスローガンロゴ
西武グループのブランドを創りあげていくために、
私たちの姿勢をビジュアルとして明確にしたものが、このロゴです。
未来へと向かって革新的なサービスを生みだす
｢西武グループのたゆまぬ挑戦」を表現するもの。
そして、爽やかなSeibu Group Blueとそのグラデーションは、
常に変化していく私たちの革新性・先進性を象徴しています。
このロゴは、グループ全社をひとつにまとめ、
西武グループのブランドの価値を
一目でお客さまに伝える役割を果たします。

会
社
概
要

会社概要 1． 誠実であること
 常に、「安全」を基本にすべての事業・サービスを推進します。
 常に、オープンで、フェアな心を持って行動します。
 常に、お客さまの声、地域の声を大切にします。

2． 共に歩むこと
 常に、自然環境、地球環境への配慮を忘れません。
 常に、地域社会の一員として行動します。
 常に、グループ内外と積極的に連携を図ります。

3． 挑戦すること
 常に、グローバルな視点を持って行動します。
 常に、時代を先取りする新しいサービスを提案します。
 常に、お客さまの生活に新しい感動を提供します。

グループビジョン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
コンプライアンスへの取り組み・・15・16
西武グループにおける西武鉄道の事業・・17
会社の歴史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18
会社のあらまし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19
業績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20
路線図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21・22
業務組織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23・24
SYMBOL ＆ COLOR・コーポレートメッセージ・・25
選ばれる沿線を目指して・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26
安全への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27・28
環境への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29～34
お客さま・地域とのコミュニケーション・・・35・36
観光地への誘客・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37
各種イベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38
インバウンドの取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39
サービス向上への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・40
新型コロナウイルス感染症を受けた取り組み・・・41
CSへの取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42
人材育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43
働きやすい環境づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44



1413

グループ理念
私たち西武グループは地域・社会の発展、環境の保全に貢献し、
安全で快適なサービスを提供します。
また、お客さまの新たなる感動の創造に誇りと責任を持って挑戦します。

グループ宣言
私たちは、「お客さまの行動と感動を創りだす」
サービスのプロフェッショナルをめざします。

スローガン でかける人を、ほほえむ人へ。

私たちはグループビジョンを実践し、お客さまに｢行動｣と「感動｣を提供します。

グループビジョン

◎ グループスローガンロゴ
西武グループのブランドを創りあげていくために、
私たちの姿勢をビジュアルとして明確にしたものが、このロゴです。
未来へと向かって革新的なサービスを生みだす
｢西武グループのたゆまぬ挑戦」を表現するもの。
そして、爽やかなSeibu Group Blueとそのグラデーションは、
常に変化していく私たちの革新性・先進性を象徴しています。
このロゴは、グループ全社をひとつにまとめ、
西武グループのブランドの価値を
一目でお客さまに伝える役割を果たします。

会
社
概
要

会社概要 1． 誠実であること
 常に、「安全」を基本にすべての事業・サービスを推進します。
 常に、オープンで、フェアな心を持って行動します。
 常に、お客さまの声、地域の声を大切にします。

2． 共に歩むこと
 常に、自然環境、地球環境への配慮を忘れません。
 常に、地域社会の一員として行動します。
 常に、グループ内外と積極的に連携を図ります。

3． 挑戦すること
 常に、グローバルな視点を持って行動します。
 常に、時代を先取りする新しいサービスを提案します。
 常に、お客さまの生活に新しい感動を提供します。

グループビジョン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14
コンプライアンスへの取り組み・・15・16
西武グループにおける西武鉄道の事業・・17
会社の歴史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18
会社のあらまし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19
業績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20
路線図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21・22
業務組織・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23・24
SYMBOL ＆ COLOR・コーポレートメッセージ・・25
選ばれる沿線を目指して・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26
安全への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27・28
環境への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・29～34
お客さま・地域とのコミュニケーション・・・35・36
観光地への誘客・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37
各種イベント・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38
インバウンドの取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39
サービス向上への取り組み・・・・・・・・・・・・・・・40
新型コロナウイルス感染症を受けた取り組み・・・41
CSへの取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・42
人材育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43
働きやすい環境づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44



『グループビジョンに基づいたコンプライアンスの実践』

西武グループコンプライアンス基本方針に基づいた西武鉄道の取り組み

グループビジョン

当社の取り組みの柱

西武グループ企業倫理規範

■経営トップのコミットメント
実践していくために

西武グループとしてのコンプライアンスの取り組みを踏まえ、
西武鉄道では「ルール」「組織」「浸透・定着活動」を柱として、

コンプライアンス体制の構築、コンプライアンス意識の浸透・定着を図っています。

■グループ理念　■グループ宣言　■スローガン

「グループビジョン」に基づき定めた、
コンプライアンスに関する
最も基本的なグループ統一のルール

［ ルール ］
■ 行動指針
■ 人権方針
■ コンプライアンス・マニュアル
■ コンプライアンス・カード
■ コンプライアンス体制規程

［ 組　織 ］
■ コンプライアンス委員会
■ コンプライアンス部
■ コンプライアンス・リーダー、推進者
■ 企業倫理ホットライン
■ セクハラ・人間関係ホットライン

［ 浸透・定着活動 ］
■ コンプライアンス行動計画の策定
■ コンプライアンスウイークの実施
■ コンプライアンスアンケートの実施
■ コンプライアンス研修・職場教育の実施
■ 情報誌「コンプラステーション」の制作・発行

・・・・・

・・・・・

・・・・・
ルール

組織 浸透・定着
活動

コンプライアンスへの取り組み
グループビジョンに基づいたコンプライアンスを実践しています。

　西武グループでは、西武ホールディングスを中
心とするグループ全体のコンプライアンス体制
の確立を目指しています。そのために西武ホー
ルディングスでは、次の項目を実施しています。
１. コンプライアンスに関する基本方針の決定
２. グループ各社への支援・助言
３. グループ各社のコンプライアンスに関する
　 情報の一元管理
４. グループ各社の重要な案件について
　 問題解決・再発防止の検討
　なお、すべての役員および社員に「西武グルー
プ企業倫理規範」「西武グループ行動指針」が記さ
れた西武グループ共通の｢コンプライアンス・カー
ド」を配付し、「コンプライアンス・マニュアル」を社
内ポータルサイトで閲覧できるようにしています。

コンプライアンス体制の確立を目指して

　西武グループのコンプライアンスに関して、最
も基本的な統一ルールとなるのが「西武グループ
企業倫理規範」です。西武グループが社会の一
員として責任を果たし、信頼される企業グループ
となるために、常に心掛けるべき項目がまとめら
れています。

西武グループ企業倫理規範

　グループ全体でのコンプライアンス意識の統
一と体制強化を目指し、西武ホールディングスに
は西武グループ企業倫理委員会が設置されてい
ます。西武鉄道にはコンプライアンス委員会を
設置し、西武グループ企業倫理委員会の決定事項
を社内に速やかに伝達・反映させるとともに、企
業倫理に関する問題発生を未然防止するための
具体的施策の決定、活動状況の検証・見直し、問
題解決および再発防止策の検討を行っています。

コンプライアンス委員会

　コンプライアンスに反するような事柄を従業員
が発見したとき、それを会社として速やかに把握
し、大きな問題に発展することを防ぐために設置
しています。特定の行動が、コンプライアンス違
反かどうかの相談も受け付けます。

　企業倫理ホットライン

　セクシュアル・ハラスメントおよび職場の人間
関係についての相談窓口として設置しています。
より気軽に相談できる環境の整備および職場に
おけるハラスメントを抑止する効果を発揮してい
ます。

　セクハラ・人間関係ホットライン

　西武グループの中期目標（2019～2023年
度）である「従業員一人ひとりが、コンプライアン
スを正しく理解し、コンプライアンスを『当たり前
のこと』として行動する」のもと、西武鉄道では
「コンプライアンス実践の必要性再認識」「相互
に尊重し、認め合うコミュニケーションの実践」
「ハラスメントの防止・根絶」を2022年度の重点
テーマとしています。
　具体的な取り組みとして、各種階層別のコンプ
ライアンス研修や社長と若手社員との意見交換
会を実施するほか、従業員向けにコンプライアン
ス関連のさまざまな情報を発信しています。

中期目標達成のための取り組み

新任コンプライアンス・リーダー研修の様子

従業員一人ひとりが、コンプライアンスを正しく理解し、
コンプライアンスを「当たり前のこと」として行動する。

中期目標
（２０１9～２０23年度）

２０22年度
西武グループ

コンプライアンス活動方針
「相手を尊重して行動し、社会や相手の期待にこたえよう」
（スローガン）

西武グループコンプライアンス基本方針
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池袋線

新宿線

多摩湖線

多摩川線

西武鉄道
改称 1946年（昭和21年）11月15日

西武農業鉄道
合併 1945年（昭和20年）9月22日

西武鉄道
設立 1922年（大正11年）8月15日

帝国電灯

武蔵水電
合併 1922年（大正11年）6月1日

川越馬車鉄道
設立 1902年（明治35年）5月9日

武蔵野鉄道
設立 1912年（明治45年）5月7日

多摩湖鉄道
設立 1928年（昭和  3年）3月  7日
合併 1940年（昭和15年）3月12日

多摩鉄道
設立 1910年（明治43年）8月  5日
合併 1927年（昭和  2年）8月31日

川越電気鉄道
社名変更 1903年（明治36年）12月23日
 合 併  1914年（大正  3年）12月  1日

川越電灯
設立 1903年（明治36年）  9月  8日
合併 1903年（明治36年）10月21日

川越鉄道
設立 1892年（明治25年）8月5日
合併 1920年（大正  9年）6月1日

西武軌道
設立 1921年（大正10年）  8月    
合併 1921年（大正10年）10月1日

鉄軌道部門分離

国分寺～川越間

現　在

会社の歴史

■ 沿革図

■ おいたち
　当社の前身である武蔵野鉄道は、1912年（明
治45年）5月7日資本金100万円をもって設立
され、1915年（大正4年）4月池袋～飯能駅間
43.7kmを汽車によって営業開始しました。そ
の後、電化、複線化、線路の延長を進め、1929年
（昭和4年）9月、現在の池袋線が完成しました。
1945年（昭和20年）には旧 西武鉄道（現 新
宿線、国分寺線、西武園線、多摩川線、安比奈線
［廃止］）を合併し、翌1946年（昭和21年）には
バス部門を分離して、社名を現在の西武鉄道と
して新たに発足し、戦後の困難を克服して復興に
努力してきました。

　その後は、新線の建設、複線化、駅舎や駅構内
の改良、車両の増備などにより、輸送力の増強・
サービスの向上に努める一方、観光、不動産など
の生活関連事業を営み、沿線の発展、活性化にも
努めてきました。
　また、近年は“人と環境にやさしい鉄道”を目
指してバリアフリー施設の充実に力を入れると
ともに、環境に配慮した施設や車両の導入を進
めています。
　現在、幹線2、支線10を含む12路線、旅客営
業キロ176.6km、輸送人員139万人（2021年
度1日平均）を数える都市交通の担い手として、
地域社会の発展に貢献しています。

■ 西武グループの事業　
　西武グループの事業は、お
客さまの“行動”と“感動”を創
りだす「都市交通・沿線事業」、
「ホテル・レジャー事業」、
「不動産事業」および「その
他」の4つのセグメントで構成
されています。
　グループビジョンのスロー
ガンである「でかける人を、ほ
ほえむ人へ。」のもと「最良、最
強の生活応援企業グループ」
の実現に向けて、グループ企
業間におけるシナジーを最大
限に追求しながら各事業を推
進し、成長を続けています。

■ 西武鉄道の事業
　西武グループの成長の安
定的基盤としてその中核を担
う西武鉄道は、東京・埼玉エリ
アにおいて通勤・通学・観光
など、お客さまの生活に欠か
せない公共交通機関として事
業を展開しています。その社
会的使命である「安全・安心」
を基本に、新宿線連続立体交
差事業、ホームドアの設置を
進めるほか、新型車両の導入
や、所沢駅西口開発計画など
による利便性の向上や快適
なサービスの提供に努めて
います。

［ グループ事業概念図 ］

［ 西武鉄道事業概念図 ］

鉄道事業

沿線観光事業 不動産事業

鉄道事業
池袋線・新宿線のふたつ
の 幹 線 を 中 心とした
176.6kmの路線を有し、
2021年度は1日139万
人のお客さまにご利用い
ただきました。お客さま
本位の質の高いサービス
の提供と安全性のさらな
る向上を目指しています。

沿線観光事業
沿線にお住まいの方々に
は魅力を再発見していた
だき、沿線外の方々には、
何度も当社線をご利用い
ただけるように、自然や
景観を生かしたレジャー・
スポーツ施設を展開し、
沿線の活性化に努めて
います。

不動産事業
社有地を有効活用し、沿線
価値を高めるために不動
産賃貸事業と不動産販売
事業を展開。賃貸事業で
は賃貸ビルや駅ナカ商業
施設など、販売事業では
住宅分譲事業や駅周辺で
のマンション開発などを
行っています。

グループの広がり
西武グループにおける西武鉄道の事業

ホテル・
レジャー
事業

企業価値向上の原動力
ホテル・レジャー事業の

成長性

企業価値向上の鍵
価値向上の余地がある
豊富な保有資産

企業価値向上の源泉
長期的かつ安定的な
キャッシュフロー創出力

不動産
事業

都市交通・
沿線事業

その他
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池袋線

新宿線

多摩湖線

多摩川線

西武鉄道
改称 1946年（昭和21年）11月15日

西武農業鉄道
合併 1945年（昭和20年）9月22日

西武鉄道
設立 1922年（大正11年）8月15日

帝国電灯

武蔵水電
合併 1922年（大正11年）6月1日

川越馬車鉄道
設立 1902年（明治35年）5月9日

武蔵野鉄道
設立 1912年（明治45年）5月7日

多摩湖鉄道
設立 1928年（昭和  3年）3月  7日
合併 1940年（昭和15年）3月12日

多摩鉄道
設立 1910年（明治43年）8月  5日
合併 1927年（昭和  2年）8月31日

川越電気鉄道
社名変更 1903年（明治36年）12月23日
 合 併  1914年（大正  3年）12月  1日

川越電灯
設立 1903年（明治36年）  9月  8日
合併 1903年（明治36年）10月21日

川越鉄道
設立 1892年（明治25年）8月5日
合併 1920年（大正  9年）6月1日

西武軌道
設立 1921年（大正10年）  8月    
合併 1921年（大正10年）10月1日

鉄軌道部門分離

国分寺～川越間

現　在

会社の歴史

■ 沿革図

■ おいたち
　当社の前身である武蔵野鉄道は、1912年（明
治45年）5月7日資本金100万円をもって設立
され、1915年（大正4年）4月池袋～飯能駅間
43.7kmを汽車によって営業開始しました。そ
の後、電化、複線化、線路の延長を進め、1929年
（昭和4年）9月、現在の池袋線が完成しました。
1945年（昭和20年）には旧 西武鉄道（現 新
宿線、国分寺線、西武園線、多摩川線、安比奈線
［廃止］）を合併し、翌1946年（昭和21年）には
バス部門を分離して、社名を現在の西武鉄道と
して新たに発足し、戦後の困難を克服して復興に
努力してきました。

　その後は、新線の建設、複線化、駅舎や駅構内
の改良、車両の増備などにより、輸送力の増強・
サービスの向上に努める一方、観光、不動産など
の生活関連事業を営み、沿線の発展、活性化にも
努めてきました。
　また、近年は“人と環境にやさしい鉄道”を目
指してバリアフリー施設の充実に力を入れると
ともに、環境に配慮した施設や車両の導入を進
めています。
　現在、幹線2、支線10を含む12路線、旅客営
業キロ176.6km、輸送人員139万人（2021年
度1日平均）を数える都市交通の担い手として、
地域社会の発展に貢献しています。

■ 西武グループの事業　
　西武グループの事業は、お
客さまの“行動”と“感動”を創
りだす「都市交通・沿線事業」、
「ホテル・レジャー事業」、
「不動産事業」および「その
他」の4つのセグメントで構成
されています。
　グループビジョンのスロー
ガンである「でかける人を、ほ
ほえむ人へ。」のもと「最良、最
強の生活応援企業グループ」
の実現に向けて、グループ企
業間におけるシナジーを最大
限に追求しながら各事業を推
進し、成長を続けています。

■ 西武鉄道の事業
　西武グループの成長の安
定的基盤としてその中核を担
う西武鉄道は、東京・埼玉エリ
アにおいて通勤・通学・観光
など、お客さまの生活に欠か
せない公共交通機関として事
業を展開しています。その社
会的使命である「安全・安心」
を基本に、新宿線連続立体交
差事業、ホームドアの設置を
進めるほか、新型車両の導入
や、所沢駅西口開発計画など
による利便性の向上や快適
なサービスの提供に努めて
います。

［ グループ事業概念図 ］

［ 西武鉄道事業概念図 ］

鉄道事業

沿線観光事業 不動産事業

鉄道事業
池袋線・新宿線のふたつ
の 幹 線 を 中 心とした
176.6kmの路線を有し、
2021年度は1日139万
人のお客さまにご利用い
ただきました。お客さま
本位の質の高いサービス
の提供と安全性のさらな
る向上を目指しています。

沿線観光事業
沿線にお住まいの方々に
は魅力を再発見していた
だき、沿線外の方々には、
何度も当社線をご利用い
ただけるように、自然や
景観を生かしたレジャー・
スポーツ施設を展開し、
沿線の活性化に努めて
います。

不動産事業
社有地を有効活用し、沿線
価値を高めるために不動
産賃貸事業と不動産販売
事業を展開。賃貸事業で
は賃貸ビルや駅ナカ商業
施設など、販売事業では
住宅分譲事業や駅周辺で
のマンション開発などを
行っています。

グループの広がり
西武グループにおける西武鉄道の事業

ホテル・
レジャー
事業

企業価値向上の原動力
ホテル・レジャー事業の

成長性

企業価値向上の鍵
価値向上の余地がある
豊富な保有資産

企業価値向上の源泉
長期的かつ安定的な
キャッシュフロー創出力

不動産
事業

都市交通・
沿線事業

その他
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会社のあらまし

2、二条の光　ひとすじに

　ハンドル握りペンを執り

　進み行く途に文化は花咲く

　おお西武　西武

　輸送果すは　われらの任務

3、御国の栄　担いつつ

　鋼に刻む　わが理想

　仰ぐ高嶺にその名は轟く

　おお西武　西武

　清き社紋は　われらの誇り

● 社 名
 西武鉄道株式会社
 SEIBU RAILWAY Co., Ltd.
● 設 立
 1912年（明治45年）5月7日
● 本店所在地
 東京都豊島区南池袋一丁目16番15号
● 本社所在地
 埼玉県所沢市くすのき台一丁目11番地の1
● 資本金
 56,665,232,000円
● 事業内容
 鉄道事業、沿線観光事業、不動産事業

● 従業員数
 3,729人（2021年度末）
● 売上高
 1,176億円（2021年度）
● 旅客営業キロ
 176.6km（2021年度末）
● 駅数
 92駅（旅客駅のみ）
● 在籍車両数
 1,267両（2021年度末）
● 輸送人員
 139万人（2021年度1日平均）
● 運輸収入
 2億11百万円（2021年度1日平均）

■ 会社のあらまし

と

と

つとめ

にな

はがね

作詞　門田ゆたか
作曲　古関裕而
昭和28年11月29日

明るく♩＝100

し　らく  も　う かーぶ　　 む　さし  の　 を

み  やこ に　む　すぶ  や まやたー に　　　の びる

て つーろ に　あさひはか が　や　  く　 おお　せ いぶ

せ いぶ　 は  しる　 しゃりーんは　われらのここ  ろ

西武鉄道社歌

■ 従業員の状況　※実人員ベース（派遣社員を除く）
〈 勤続年数別構成 〉
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男 92.2％：女 7.8％男女比率41.1歳平均年齢 20.8年平均勤続年数

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

（億円）

■最近6年間の営業収益（売上高）の推移 （億円未満切り捨て表示）
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業  績

　2021年度の営業収益（売上高）は1,176億
円（前期比6.0％増）で、経常利益は16億円（前
年度実績▲37億円）、当期純利益は350億円と
なりました。

2021年度業績の概況（単体）

　当期の鉄道事業の営業収益は807億64百万
円（前期比8.4％増）、営業利益は▲2億92百万
円（前年度実績▲35億91百万円）となりました。
　また、輸送人員は、定期旅客が3億12百万人
（前期比2.9%増）、定期・定期外合計で5億08百
万人（前期比7.6%増）となりました。

鉄道事業

　当期の沿線観光事業の営業収益は158億
99百万円（前期比5.2％減）、営業利益は▲43
億円（前年度実績▲19億16百万円）、不動産
事業の営業収益は209億59百万円（前期比
6.5％増）、営業利益は69億27百万円（前期比
24.4％増）となりました。
　この結果、沿線観光事業・不動産事業の営業
収益は368億59百万円（前期比1.1％増）、営
業利益は26億27百万円（前期比28.1％減）
となりました。

沿線観光事業・不動産事業
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2021年度

807
（68.7％）
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会社のあらまし

2、二条の光　ひとすじに

　ハンドル握りペンを執り

　進み行く途に文化は花咲く

　おお西武　西武

　輸送果すは　われらの任務

3、御国の栄　担いつつ

　鋼に刻む　わが理想

　仰ぐ高嶺にその名は轟く

　おお西武　西武

　清き社紋は　われらの誇り

● 社 名
 西武鉄道株式会社
 SEIBU RAILWAY Co., Ltd.
● 設 立
 1912年（明治45年）5月7日
● 本店所在地
 東京都豊島区南池袋一丁目16番15号
● 本社所在地
 埼玉県所沢市くすのき台一丁目11番地の1
● 資本金
 56,665,232,000円
● 事業内容
 鉄道事業、沿線観光事業、不動産事業

● 従業員数
 3,729人（2021年度末）
● 売上高
 1,176億円（2021年度）
● 旅客営業キロ
 176.6km（2021年度末）
● 駅数
 92駅（旅客駅のみ）
● 在籍車両数
 1,267両（2021年度末）
● 輸送人員
 139万人（2021年度1日平均）
● 運輸収入
 2億11百万円（2021年度1日平均）

■ 会社のあらまし

と

と

つとめ
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はがね

作詞　門田ゆたか
作曲　古関裕而
昭和28年11月29日
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て つーろ に　あさひはか が　や　  く　 おお　せ いぶ

せ いぶ　 は  しる　 しゃりーんは　われらのここ  ろ

西武鉄道社歌

■ 従業員の状況　※実人員ベース（派遣社員を除く）
〈 勤続年数別構成 〉
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男 92.2％：女 7.8％男女比率41.1歳平均年齢 20.8年平均勤続年数
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■最近6年間の営業収益（売上高）の推移 （億円未満切り捨て表示）
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　2021年度の営業収益（売上高）は1,176億
円（前期比6.0％増）で、経常利益は16億円（前
年度実績▲37億円）、当期純利益は350億円と
なりました。

2021年度業績の概況（単体）

　当期の鉄道事業の営業収益は807億64百万
円（前期比8.4％増）、営業利益は▲2億92百万
円（前年度実績▲35億91百万円）となりました。
　また、輸送人員は、定期旅客が3億12百万人
（前期比2.9%増）、定期・定期外合計で5億08百
万人（前期比7.6%増）となりました。

鉄道事業

　当期の沿線観光事業の営業収益は158億
99百万円（前期比5.2％減）、営業利益は▲43
億円（前年度実績▲19億16百万円）、不動産
事業の営業収益は209億59百万円（前期比
6.5％増）、営業利益は69億27百万円（前期比
24.4％増）となりました。
　この結果、沿線観光事業・不動産事業の営業
収益は368億59百万円（前期比1.1％増）、営
業利益は26億27百万円（前期比28.1％減）
となりました。

沿線観光事業・不動産事業

745

196

167

2021年度

807
（68.7％）

209
（17.8 ％）

158
（13.5％）
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※数字は駅間距離単位キロメートル

12路線、176.6kmの交通網で地域の発展に貢献します。
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ト モ ニ ― 店
広 告 管 理 所事 業 運 営 部沿線価値創造本部
西武秩父駅前温泉祭の湯

監査・内部統制部

コンプライアンス部

業務組織

監 査 役 監 査 役 室

情報システム部

経 理 部

マーケティング部

広 報 部

資 材 部 資 材 担 当
工事契約担当

人 事 部

人材開発担当
勤 労 担 当
賃 金 担 当
厚 生 担 当

管 理 部
管理・危機管理担当
法 務 担 当
秘 書 担 当

電 気 部 電 　 力 　 課
信 号 通 信 課

工 務 部
保 　 線 　 課
施 　 設 　 課
用 　 地 　 課

車 両 部 車 　 両 　 課
検 　 修 　 課

建 設 部 建 　 設 　 課

計 画 管 理 部

管 　 理 　 課
鉄 道 計 画 課
運 行 計 画 課
駅まち創造課

安 全 推 進 部

※2023年4月1日現在

本  社

鉄 道 本 部

沿線価値創造本部

管 　 理 　 課
運 　 転 　 課
お客さまサービス課
営 業 設 備 課

運 輸 部

スマイル＆スマイル室
旅客誘致企画担当
インバウンド担当

事 業 運 営 部

ステーションリテール担当
広 告 担 当
PASMO電子マネー担当
マスターリース担当

事 業 創 造 部 新規事業担当
沿線価値深耕担当

お客さまセンター広 報 部

人 事 部 研 修 セン タ ー
寮 ・ 社 宅

取
締
役
会

社
　 

長

※2023年4月1日現在

現  業
・

事務所

鉄 道 本 部

車 両 部 車 両 検 修 場
車 両 所

車 両 司 令
車両工事事務所

電 気 部
電 気 所
資 材 管 理 区

電 気 司 令
電気工事事務所

工 務 部
保 線 所
保 線 機 械 所

施 設 司 令
施設工事事務所

運 輸 部
駅 管 区
乗 務 所
管 理 所

鉄道係員養成所
運 転 司 令
情 報 司 令
運輸オペレーションセンター

建 設 部 連続立体交差化事務所
連続立体交差化用地事務所

ツーリストインフォメーションセンタースマイル＆スマイル室

新 線 軌 道 所

取
締
役
会

社
　 

長
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ト モ ニ ― 店
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企業情報を発信
多彩な魅力を発信するPRを展開

　コーポレートメッセージである「あれも、これも、かなう。西武鉄道」のテーマである二面性を切り
口に、活気あふれる都市へとつながる、洗練された街と自然の潤いが両立した当社沿線の多様な魅
力を積極的に発信し、企業価値・沿線価値の向上に取り組んでいます。

選ばれる沿線を目指して

■ ブランドWebサイト
　当社社員が担当したプロジェクトの背景や想
いを語る「西武鉄道社員がかなえたい『あれも、
これも』ストーリー」などのコンテンツを掲載して
います。
■ SNS
　「あれも、これも、かなう。西武鉄道」アカウン
トをInstagram・Twitter・Facebookにて展開。
当社の取り組みや西武線沿線風景の写真など
を、定期的に発信しています。

　2017年より練馬区後援のもと、石神井公園
駅中央口改札前にて「SEIBU Green Marché」
を開催しています。このマルシェは、練馬区を中
心とした西武線沿線産の食材や名産品のおいし
さ、すばらしさを生産者さまから直接伝え、味
わっていただくことで、西武線沿線の魅力を再発
見していただき、その街や駅での暮らしをもっと
好きになっていただきたいという想いを込めて
います。
　また、2022年より、厳選された西武線沿線の
おいしい食材などをいつでもご自宅でお楽しみ
いただけるECサイト「SEIBU Green Marche’ 
Online」を開設しています。

SEIBU Green Marchéを開催
西武線沿線に彩りある暮らしをお届け

企業価値・沿線価値向上を目指したブランディング活動

◎ ブランドカラー
落ち着いたブルーは「信頼」「安全・安心」、明るいブルー
は「新しいことへの挑戦」、若葉を思わせるグリーンは
「自然との調和」をイメージしています。

◎ 社名マーク
社名左側のシンボルマークは、西武グループの「西」の文
字がモチーフ。2つの輪は、人と人、地域と地域、都市と
自然など、鉄道によって、さまざまなものが出会い、交わ
り、つながる姿を表しています。マーク全体が果実のよ
うに見えるデザインは、その交流によって生まれる
「実り」「地域・社会の発展」を表しています。

想いをシンボルマークに託し、皆さまに愛される西武鉄道を目指します。

SYMBOL ＆ COLOR

皆さまの夢や想いをかなえる沿線を目指します。

コーポレートメッセージ

◎ ロゴマーク
鮮やかなブルーとグリーンは「空」と「緑」、「都市」と「自
然」、「仕事」と「遊び」など、西武鉄道の持つ二面性を表
現しています。そして、車窓をイメージしたフレームに
配置したコーポレートメッセージは、やさしいグレーと柔
らかな明朝体で、信頼と親しみやすさを表現しています。

◎ コーポレートメッセージの意味
人々でにぎわう都市の活気だけでなく、豊かな自然に囲
まれた観光地や、趣味や遊びを思いきり楽しむ暮らし
だってある。そんな、誰もが自分らしく生きる街へ。
「都市も自然も」「仕事も遊びも」「暮らしも観光も」
西武鉄道は、皆さまの夢や想いをかなえる沿線を目指
します。
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相互連絡

電気施設管理者 建設施設管理者工務施設管理者 安全推進部長 計画管理部長運転管理者

乗務員指導管理者

車両管理者

乗務員指導管理者

人事部長

社　長

取締役会

監査・内部統制部長 安全統括管理者

［ 安全管理体制図 ］

事故の芽情報の流れ

フィードバック

各部で調査を行い、部としての対応を記入

鉄道安全幹事会で審議

運輸安全推進委員会で審議

安全推進部で集計・分析

事故の芽ポストへの投函 メールによる投稿

現業での対策記入 安全推進部で受付

常に｢安全」を基本に、すべての事業を推進しています。

安全への取り組み

　「安全管理規程」を制定し、社長をトップとする
安全管理体制を構築して運用しています。「安全
統括管理者」ならびに「運転管理者」「電気施設管
理者」「工務施設管理者」「建設施設管理者」「車両
管理者」「乗務員指導管理者」および関係部長の
責務を明確に規定し、これに基づいておのおのが
輸送の安全確保のための役割を担っています。
（下図参照）

安全管理体制
各管理者、関係部長の責務を明確に規定

　鉄道事業法の規定に基づき、安全に関する基
本方針と目標、事故・障害の発生状況と再発防止
策、安全確保のための取り組み、安全管理体制な
ど、当社の安全対策全般を
お客さまにお知らせするこ
とを目的とし「安全・環境
報告書」をWebサイトで公
表しています。

「安全・環境報告書」の公表
安全対策の全般を告知

■ 運輸安全推進委員会
　社長・安全統括管理者および、安全管理規程に
責務が規定された各管理者・関係部長により構
成されている会議です。輸送の安全を確保する
ための方針・重点施策のほか、事故情報、現業社
員から報告された「事故の芽情報」をもとに、さ
まざまな対策や安全性の向上に関する事項につ
いて審議しています。（月１回）
■ 鉄道安全幹事会
　運輸安全推進委員会の下部組織で、関係する各
部門の課長クラスにより、安全対策の具体的な内
容について調査・研究を行っています。（月１回）

　地域・社会の発展や環境の保全に貢献し、安全
で安定した輸送と快適なサービスを提供すべ
く、誠実に事業に取り組みます。
■ 安全方針
　 1.常に一人ひとりが安全最優先意識を
　　 持って、事業・サービスを推進します。
　 2.常に法令・規則を守り、誠実に職務を
　　 遂行します。
　 3.常にコミュニケーションを図り、
　　 風通しの良い職場環境を構築します。
　 4.常に安全管理体制をチェックし、
　　 その向上に努めます。
■ 安全スローガン
　『責任事故・インシデント「0（ゼロ）」』

　夏季および年末年始輸送の安全確保総点検期
間中を中心に、社長をはじめとする役員が現場を
巡視して安全管理の状況を確認するとともに、現
業社員との意
見交換会を実
施してコミュニ
ケーションを
図っています。

主な安全管理活動
事故防止のためのさまざまな対策

　鉄道事故、自然災害、テロ、その他さまざまな非
常事態に備え、「西武グループ危機管理規程」「災
害対策規程」「鉄道事故処理要領」「鉄道テロ対策
における行動基準」など規程類のほか、BCP（事
業継続計画）を策定し、緊急時の対応体制を確立
しています。
　また、脱線、踏切事故、大震災、鉄道テロなどを
想定した実践的な
訓練を定期的に
実施し、万一の際
に備えています。

「事故の芽情報」の収集・活用
　「輸送の安全に支障を及ぼす恐れのある事柄」
「事故には至っていないが、事故につながる可能
性がある（あった）」と社員各個人が感じた「ヒヤ
リ・ハット事象」や「気がかり事象」に関する情報
を幅広く収集しています。
　その後、分析・評価を行ったうえで、内容やリス
クの大きさに応じて対策を講じ、事故を未然に防
ぐという取り組みを行っています。報告された案
件について順次対策を講じるとともに、現場に
フィードバックすることで情報の共有化を図り、安
全性の向上に役立てています。

経営層による安全巡視および意見交換会の実施

異常時に備えた体制整備および各種訓練 過去の事故事例の教育

安全に関する各種会議の開催

安全方針・スローガン 総合復旧訓練

　当社では、1986年3月23日の降雪時に、田
無駅に停車していた列車に、後続の列車が停止
できずに追突するという事故を起こし、多数の
負傷者を出しました。これを受け、この事故の
概要や当社および他社の事故事例を、写真や映
像を用いて社員に安全教育するための「事故情
報展示室」を2008年度に開設し、「安全最優
先」の大切さを学んでいます。
　併せて「安全輸送推進週間」を設定し、輸送の
安全講演会などを行っています。

展示品

事故情報展示室

意見交換会

https://www.seiburailway.jp/company/report/
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https://www.seiburailway.jp/company/report/
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■ 駅の緑化
　お客さまに潤いと安らぎの空間を提供するとと
もに、環境保全にも貢献。駅の外壁やコンコー
ス、ホーム待合室、屋上、トイレなど、多様な緑化
に取り組んでいます。
◎椎名町・江古田・石神井公園・入間市・西武球
場前・高田馬場・野方・久米川・所沢・航空公
園・狭山市・武蔵境・多磨駅など

環境への取り組み

■ 駅コンコースなどへのLED照明の導入
　CO2の削減と省エネルギーを目指して、駅リ
ニューアルなどの設備改修時に、コンコース、階
段、トイレ、ホーム待合室などの各施設でLED照
明化および省エネ照明化を進めています。

■ テント膜の使用
　自然光を取り入れ、明るく広い駅空間を演出す
るとともに、電気使用量を削減します。
◎池袋・江古田・石神井公園・保谷・ひばりヶ丘・
西武新宿・中井・下井草・花小金井・所沢・狭
山市・本川越駅

■ 自然と調和した駅舎計画
　武蔵大和駅では、駅舎脇の桜の木をできる限り
伐採しないよう駅舎の形を設計し、改良工事を行
いました。
　2011年10月には、桜並木を生かした環境配
慮が特に優れていると認められ、鉄道建築協会賞
「作品部門」に入賞しました。　　　　

■ 古レールの利用
　コンコース内のりば案内の柱や、街灯の柱に再
利用しています。
◎椎名町・東長崎・江古田・中村橋・野方駅
■ 床へのガラスブロックのはめ込み
　所沢駅・狭山市駅の床面に、ガラスブロックを
はめ込み、橋上駅舎のコンコースの明かりをホー
ムへ取り入れています。

■ 車両へのVVVF（可変電圧可変周波数制御）
　 インバータ装置の採用と高効率化への更新
　2016年度以降に導入した40000系および
001系には最新技術のモーターを採用。また、
2014年度より6000系車両のインバータ装置
の更新を順次実施しており、さらなる省エネル
ギー化を図っています。
　 ◎6000系・8500系・9000系・
　　 10000系（一部）・20000系・
　　 30000系・40000系・001系
■ 車両の電力回生ブレーキ
　 （ブレーキにより発電した電力を架線に戻し、
　 ほかの電車が再利用するシステム）の採用
　 ◎2000系・6000系・8500系・
　　 9000系・10000系（一部）・
　　 20000系・30000系・40000系・001系
■ 車両のVVVFインバータ装置の主回路素子
　 冷却用冷媒をフロンから環境負荷のない
　 純水へ切り替え
■ 熱線反射フィルムを導入
　20000系、9000系、6000系、4000系、
2000系の一部の車両の窓ガラスに、紫外線の
透過や温度上昇を抑制する「熱線反射フィルム」
を導入しています。

40000系

温暖化対策、騒音対策、省資源、自然環境保全にも配慮しています。

所沢駅 西口

地球温暖化対策
地球の未来のために私たちができること

駅でのエコ活動

車両のエコ活動

狭山市駅

武蔵大和駅

所沢駅

■ 車両の軽量化
　◎6000系（ステンレス製、アルミ製）
　◎20000系・30000系・40000系・001系
（アルミ製）

■ ＬＥＤ照明の導入
　2013年度以降の新造車両（30000系、
40000系および001系）より、車内にLED照明
を導入し、消費電力およびCO2排出量を約30％
削減するとともに、廃棄物を削減しています。ま
た、6000系、20000系、30000系（蛍光灯車）
のLED照明化を行いました。

■ 旅客トイレへの雨水利用
　トイレ洗浄水への雨水再利用システムを導入し
ています。
　◎石神井公園・狭山市駅
■ 太陽光発電システムの導入
◎東長崎・江古田・石神井公園・武蔵藤沢・
　野方・下井草・所沢・拝島駅
■ 再生材の使用
　駅舎のコンコースや外壁に使用しています。
◎石神井公園・狭山市駅

■ 間伐材で作ったベンチを設置
　当社保有の「飯能・西武の森」などの間伐材を
使用したベンチを、15駅のホーム待合室やコン
コースなどに設置しています。
◎池袋・石神井公園・東久留米・秋津・入間市・
元加治・飯能・東飯能・武蔵横手・吾野・

　芦ヶ久保・横瀬・西武新宿・狭山市・
　西武立川駅
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■ 駅や踏切の照明にLEDを導入
■ 回生電力貯蔵装置（電力回生ブレーキにより発電され

た電力を蓄えて必要なときに供給する装置）の設置
　 ◎田無変電所・吾野変電所・正丸変電所

■ 駅舎補助電源装置の導入
　電車がブレーキをかけたときに発生する電力
（回生電力）を、駅設備（照明・空調・昇降機）の電
源として用いて省エネルギー化を図る設備で、電
力を有効活用することで消費電力を削減します。
◎池袋ほか12駅

電気のエコ活動 沿線でのエコ活動

＜回生電力貯蔵装置の概念図＞
電車が減速するときの電気エネルギーを貯蔵装置に蓄えておくブ

レ
ー
キ
制
動
時 電力

貯蔵 回生電力貯蔵装置 回生制動中
ホーム

架線

蓄えた電力を貯蔵装置から放出する

発 

車 

時
電力
放出 回生電力貯蔵装置 力行中

ホーム

架線

■ 沿線の美化・緑化
◎東久留米～清瀬駅間、新井薬師前～沼袋駅
間、高麗駅、横瀬駅などの線路脇などへ植樹

◎武蔵境駅高架橋上の線路間スペースに緑化
を実施

■ 日本初※100%自社の太陽光発電で
 　レオライナーを運行
　東京電力エナジーパートナー株式会社の協力
により、山口線（レオライナー）で使用する電気使
用量のすべてを、当社運営の「西武武山ソーラー
パワーステーション」が発電する環境価値が付い
た電力でまか
なうことを実
現。これによ
り年間約300
トン排出して
いたCO2を実
質ゼロで運行
することが可
能になりまし
た。

※自社太陽光発電由来の環境価値が付いた
　電力による通年・全列車の運行
　（西武鉄道調べ）

省資源・廃棄物対策
小さなことの積み重ねから始まります

■ 使用済み乗車券類のリサイクル
■ 資源ゴミのリサイクル
■ 建設現場におけるリサイクル材の使用
■ 座席の詰物へのリサイクル可能な
　 ポリエステル素材の使用
■ 車両製造時および廃棄時にリサイクル性の
　 高いアルミ構体を採用

省資源対策

■ PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の適正
　 管理、適正処理
■ 建設リサイクル法に則った建設廃材の
　 適切な処理
■ 車両部品の非アスベスト化
■ 車両の電子機器プリント基板の非鉛化

廃棄物対策

環境への取り組み

西武武山ソーラーパワーステーション／北サイト

西武武山ソーラーパワーステーション／南サイト

飯能・西武の森

SEGES認定証

森づくり
自然環境保全への取り組み

　当社では、CSR（企業の社会的責任）の観点か
ら、社有地を活用した森づくりを進めており、未来
へつながる自然・地球環境の保全に取り組んでい
ます。

太陽光発電事業
エネルギー情勢にも対応

　２０１4年1月、埼玉県日高市に武蔵丘車両検修
場太陽光発電設備、同年8月、埼玉県飯能市に西
武飯能日高ソーラーパワーステーション、2019
年2月、神奈川県横須賀市に西武武山ソーラーパ
ワーステーションが竣工しました。現在、西武鉄
道では3つのメガソーラー太陽光発電所が稼働
し、発電した電力は電力事業者に売電しています。

西武多摩川線サイクルトレイン
いつもの「電車」にそのまま「自転車」で乗車できる

　多摩川線において、一部時間帯に電車内へ自転
車を持ち込み、乗車ができるサイクルトレインを運
行しています。サイクルトレインは、お買い物やサ
イクリングなどにおけるお客さまの行動範囲を広
げることで地域交通の利便性拡充に貢献します。
また、自動車に比べてCO2の排出量が少ない電車
と自転車を組み合わせてご利用いただくことによ
り、SDGsの取り組みとして、環境保全にも効果が
期待できます。

■ 飯能・西武の森
　飯能駅より徒歩約２０分の市街地に隣接する面
積約１30ｈａのこの森は、定期的に間伐を実施す
るなど、地域の方々とともに森づくりに取り組ん
でいます。２０１５年度・2016年度には、野球の
バットの材料となる｢アオダモの木｣を、2017年
度には榎と山桜を植樹しました。
　また、環境教育やエコツアーの場としても活用
されており、約７７ｈａは2017年4月から、公益財
団法人 都市緑化機構が実施する｢社会･環境貢
献緑地評価システム（SEGES･
シージェス）｣の「Superlative 
Stage （最高位）」に認定され、
2017年9月には、同機構による
「みどりの社会貢献賞」を受賞し
ました。

■ 芦ヶ久保・西武の森
　埼玉県県民の森に隣接する当社および秩父市
の所有林の中に、「ウェルカムストリート」を設置。
これは、埼玉県の「彩の国みどりの基金」により造ら
れ、多くの方に森林とのふれあいを楽しんでいた
だくため、ユニバーサルデザインになっており、車
いすでのご利用が可能なほぼ平坦な遊歩道です。
■ その他
◎ さいたま緑の森博物館
　埼玉県・入間市・所沢市・公益財団法人トトロの
ふるさと基金と当社の5者で「さいたま緑の森博
物館の保全と活用に関する協定」を締結し、狭山
丘陵の豊かな自然をともに守っていく取り組みを
進めています。
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■ 沿線の美化・緑化
◎東久留米～清瀬駅間、新井薬師前～沼袋駅
間、高麗駅、横瀬駅などの線路脇などへ植樹

◎武蔵境駅高架橋上の線路間スペースに緑化
を実施

■ 日本初※100%自社の太陽光発電で
 　レオライナーを運行
　東京電力エナジーパートナー株式会社の協力
により、山口線（レオライナー）で使用する電気使
用量のすべてを、当社運営の「西武武山ソーラー
パワーステーション」が発電する環境価値が付い
た電力でまか
なうことを実
現。これによ
り年間約300
トン排出して
いたCO2を実
質ゼロで運行
することが可
能になりまし
た。

※自社太陽光発電由来の環境価値が付いた
　電力による通年・全列車の運行
　（西武鉄道調べ）

省資源・廃棄物対策
小さなことの積み重ねから始まります

■ 使用済み乗車券類のリサイクル
■ 資源ゴミのリサイクル
■ 建設現場におけるリサイクル材の使用
■ 座席の詰物へのリサイクル可能な
　 ポリエステル素材の使用
■ 車両製造時および廃棄時にリサイクル性の
　 高いアルミ構体を採用

省資源対策

■ PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の適正
　 管理、適正処理
■ 建設リサイクル法に則った建設廃材の
　 適切な処理
■ 車両部品の非アスベスト化
■ 車両の電子機器プリント基板の非鉛化

廃棄物対策

環境への取り組み

西武武山ソーラーパワーステーション／北サイト

西武武山ソーラーパワーステーション／南サイト

飯能・西武の森

SEGES認定証

森づくり
自然環境保全への取り組み

　当社では、CSR（企業の社会的責任）の観点か
ら、社有地を活用した森づくりを進めており、未来
へつながる自然・地球環境の保全に取り組んでい
ます。

太陽光発電事業
エネルギー情勢にも対応

　２０１4年1月、埼玉県日高市に武蔵丘車両検修
場太陽光発電設備、同年8月、埼玉県飯能市に西
武飯能日高ソーラーパワーステーション、2019
年2月、神奈川県横須賀市に西武武山ソーラーパ
ワーステーションが竣工しました。現在、西武鉄
道では3つのメガソーラー太陽光発電所が稼働
し、発電した電力は電力事業者に売電しています。

西武多摩川線サイクルトレイン
いつもの「電車」にそのまま「自転車」で乗車できる

　多摩川線において、一部時間帯に電車内へ自転
車を持ち込み、乗車ができるサイクルトレインを運
行しています。サイクルトレインは、お買い物やサ
イクリングなどにおけるお客さまの行動範囲を広
げることで地域交通の利便性拡充に貢献します。
また、自動車に比べてCO2の排出量が少ない電車
と自転車を組み合わせてご利用いただくことによ
り、SDGsの取り組みとして、環境保全にも効果が
期待できます。

■ 飯能・西武の森
　飯能駅より徒歩約２０分の市街地に隣接する面
積約１30ｈａのこの森は、定期的に間伐を実施す
るなど、地域の方々とともに森づくりに取り組ん
でいます。２０１５年度・2016年度には、野球の
バットの材料となる｢アオダモの木｣を、2017年
度には榎と山桜を植樹しました。
　また、環境教育やエコツアーの場としても活用
されており、約７７ｈａは2017年4月から、公益財
団法人 都市緑化機構が実施する｢社会･環境貢
献緑地評価システム（SEGES･
シージェス）｣の「Superlative 
Stage （最高位）」に認定され、
2017年9月には、同機構による
「みどりの社会貢献賞」を受賞し
ました。

■ 芦ヶ久保・西武の森
　埼玉県県民の森に隣接する当社および秩父市
の所有林の中に、「ウェルカムストリート」を設置。
これは、埼玉県の「彩の国みどりの基金」により造ら
れ、多くの方に森林とのふれあいを楽しんでいた
だくため、ユニバーサルデザインになっており、車
いすでのご利用が可能なほぼ平坦な遊歩道です。
■ その他
◎ さいたま緑の森博物館
　埼玉県・入間市・所沢市・公益財団法人トトロの
ふるさと基金と当社の5者で「さいたま緑の森博
物館の保全と活用に関する協定」を締結し、狭山
丘陵の豊かな自然をともに守っていく取り組みを
進めています。
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環境への取り組み

■ 亜鉛メッキ処理
　◎池袋・東長崎・ひばりヶ丘駅など

連続立体交差化による
踏切部の交通渋滞の解消

VOC（揮発性有機化合物）
排出量削減対策

地域環境保全対策で沿線の方々への配慮も忘れません。

VOC対策（亜鉛メッキ処理・池袋駅）

車両における騒音・振動の低減 軌道における騒音・振動の低減

■ その他
　◎電車の警笛にやわらかな音色の「電子
ホーン」を採用

　◎車輪の摩擦によってできる平面を防止
するため、車輪に「滑走防止装置」を設置

　◎定期的な「車輪の削正」により、車輪表
面の凹凸を
なくし、走行
時の騒音を
低減

■ その他
　◎レール削正車により、レール踏面（電
車の車輪がレールに接触する部分）を
削正

　◎継ぎ目の数を減らし、騒音・振動の低
減が図れる「弾性分岐器」を導入　

　◎夜間作業で使用する保線機械に「防
音扉」を設置

　◎工事における騒音・振動の抑制のた
めに、低騒音・低振動の工法・機械を
採用

（写真の車両は30000系）

レール削正車
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◎池袋線 桜台～練馬高野台駅間（19踏切廃止済）
◎池袋線 石神井公園駅付近（9踏切廃止済）
◎新宿線 中井～野方駅間（今後7踏切廃止予定）
◎新宿線 東村山駅付近（今後5踏切廃止予定）
◎多摩川線 武蔵境駅付近（3踏切廃止済）

石神井公園駅付近

走行時の風切り音を低減するため「シング
ルアームパンタグラフ」を採用
ステンレス製またはアルミ製による「車両
の軽量化」（6000系・20000系・30000
系・40000系・001系）
カーブ区間における「きしり音」などの騒音
を低減するため「防音車輪」を採用
新型交流モーターを駆動制御することで、
モーター回転音の低減を図る「VVVFイン
バータ制御装置」を採用
車内の冷暖房や蛍光灯などの電源の発電機
を、回転機から静止型インバータに切り替え
ブレーキ装置やドアの開閉に使用する圧縮空
気を作り出す電動空気圧縮機を交流化し、回
転音を低減

高架区間に、電車通過時の騒音を低減する
「防音壁」を整備
レールを溶接し、レールの継ぎ目個所を減
少させることで、列車の騒音・振動を低減、
乗り心地の向上が図れる「ロングレール化」
を実施
振動の低減を図るために、レールの重量を
1mあたり50kgから60kgに交換する「レー
ルの重軌条化」を推進
騒音の低減、乗り心地の向上を図るために
「防振マクラギ」を使用
高架区間におけるコンクリート道床に、「消
音砕石」を散布
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環境への取り組み

■ 亜鉛メッキ処理
　◎池袋・東長崎・ひばりヶ丘駅など

連続立体交差化による
踏切部の交通渋滞の解消

VOC（揮発性有機化合物）
排出量削減対策

地域環境保全対策で沿線の方々への配慮も忘れません。

VOC対策（亜鉛メッキ処理・池袋駅）

車両における騒音・振動の低減 軌道における騒音・振動の低減

■ その他
　◎電車の警笛にやわらかな音色の「電子
ホーン」を採用

　◎車輪の摩擦によってできる平面を防止
するため、車輪に「滑走防止装置」を設置

　◎定期的な「車輪の削正」により、車輪表
面の凹凸を
なくし、走行
時の騒音を
低減

■ その他
　◎レール削正車により、レール踏面（電
車の車輪がレールに接触する部分）を
削正

　◎継ぎ目の数を減らし、騒音・振動の低
減が図れる「弾性分岐器」を導入　

　◎夜間作業で使用する保線機械に「防
音扉」を設置

　◎工事における騒音・振動の抑制のた
めに、低騒音・低振動の工法・機械を
採用
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◎多摩川線 武蔵境駅付近（3踏切廃止済）
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走行時の風切り音を低減するため「シング
ルアームパンタグラフ」を採用
ステンレス製またはアルミ製による「車両
の軽量化」（6000系・20000系・30000
系・40000系・001系）
カーブ区間における「きしり音」などの騒音
を低減するため「防音車輪」を採用
新型交流モーターを駆動制御することで、
モーター回転音の低減を図る「VVVFイン
バータ制御装置」を採用
車内の冷暖房や蛍光灯などの電源の発電機
を、回転機から静止型インバータに切り替え
ブレーキ装置やドアの開閉に使用する圧縮空
気を作り出す電動空気圧縮機を交流化し、回
転音を低減

高架区間に、電車通過時の騒音を低減する
「防音壁」を整備
レールを溶接し、レールの継ぎ目個所を減
少させることで、列車の騒音・振動を低減、
乗り心地の向上が図れる「ロングレール化」
を実施
振動の低減を図るために、レールの重量を
1mあたり50kgから60kgに交換する「レー
ルの重軌条化」を推進
騒音の低減、乗り心地の向上を図るために
「防振マクラギ」を使用
高架区間におけるコンクリート道床に、「消
音砕石」を散布



お客さま・地域とのコミュニケーション
さまざまなふれあいを通じ、お客さま・地域とともに歩みます。

■ YouTube企業公式チャンネル
　 「西武鉄道公式チャンネル／
　 SEIBU RAILWAY Official Channel」
　文章や写真では伝えきれない西武鉄道および西
武線沿線の魅力を動画で配信しており、当社の新
着情報や企業活動などを随時お届けしています。
■ 西武鉄道運行情報Twitter
　当社線の電車の運行に15分以上の遅れが発
生、または見込まれる場合に「西武鉄道Webサイ
ト」で発信している運行情報を、Twitterを活用し
てお客さまのスマートフォンなどの端末にお届け
しています。

■ Hanako w/ Seibu
　ライフスタイル誌「Hanako」とタイアップし、
魅力的なお店や暮らす人をきっかけにライフスタ
イルやコミュニティーの輪を知ることで、西武線
沿線の街で暮らすイメージを思い描くことがで
きるサイトとなっています。

■ すもうよ！西武線沿線
　2019年度より、SUUMOとタイアップし、西武線
沿線の住まい情報を発信することを目的とした
Webサイトを制作しています。街の情報・魅力をお
届けするとともに、より西武線沿線で暮らすイメージ
を深めていただけるコンテンツをご用意しています。
■ テレビＣＭ
　2013年3月より、秩父地域などへの旅客誘致
や、沿線ブランドイメージの向上を目指してテレ
ビCMを放映しています。

■ 西武鉄道Webサイト
<https://www.seiburailway.jp>
　運行情報、乗換案内、企業情報、観光情報など
を発信しており、最新の情報は、スライド式のメイ
ンバナーで紹介しています。2022年3月15日
にリニューアル公開しました。

◎ 花さんぽ（Webサイト）
<https://www.seiburailway.jp/railways/hanasanpo/>
　沿線に咲く四季折々の花々を花スポットととも
に紹介しています。
◎ ぐるっとプラス（Webサイト）
<https://grutto-plus.com>
　”遊んで””食べて””自然に触れる”西武線沿線地
域の魅力を共有・発信する情報サイトです。さま
ざまなスポットを8つのジャンル・エリアに分類。
おでかけがもっと楽しくなる情報を随時公開・発
信していきます。

■ 西武ニュース remo（レモ）
　西武線沿線でできる「あんなコト」「こんなコ
ト」を西武ニュースならではの視点で発信してい
ます。Webサイトでは紙面の情報に加え、沿線
の魅力を地元目線でお届けするインタビュー動
画を配信しています。
■ その他のパンフレット
◎ウォーキング＆ハイキングなど

情報発信
広報誌、Webサイト、SNSなどを通じて

■ 広報誌
　「西武鉄道かわら版」
　当社の安全・安心・快適のため
の取り組みや沿線のトピック、グ
ループ情報などを紹介していま
す。全駅で配布しているほか、
Webサイトでも公開しています。

<https://www.seiburailway.jp/railways/kids/>
　魅力的なキャラクターたちとクイズやゲームを
楽しみながら、電車のマナーや沿線の魅力などを
学べます。電車のお仕事を体験できるコンテン
ツやおでかけ情報などもあり、親子で楽しめる
Webサイトです。

西武鉄道キッズ
親子で楽しく電車が学べるWebサイト

■ 駅員さんキャラクター
　硬くなりがちなお客さまへの告知などを親しみ
やすくするために登場しました。さまざまなポス
ターやパンフレットなどで見られるほか、着ぐるみ
も製作し、各種イベントで活躍しています。

レイルくん スマイルちゃん

地域との連携
地域の活性化を目的に、自治体と連携

協定締結式の様子（2018年4月）

■ 江古田キャンバスプロジェクト
　2019年度より、江古田駅周辺に所在する武蔵
大学、日本大学芸術学部、武蔵野音楽大学ととも
に、江古田のまちを一つのキャンバスに見立て、音
楽やアート、カルチャーなど自由な発想・表現で彩
り、人と人、人とまちをつない
でいくプロジェクトを実施して
います。街の活性化とともに、
学生の学びを応援することに
より地域連携を深めています。
■ はんのーと
　2021年度より、地元まちづくり会社の
（株）Akinaiや飯能市とともに、飯能エリアの魅力
を発信し、飯能に繰り返し訪れる人（＝交流人口や
関係人口）を増やすことで、飯能エリアへの移住
を促進することを目的としたプロジェクトを実施
しています。Webサイトでは地域情報や移住を
テーマにした情報をお届け
しており、飯能エリアでの暮
らしが想像できるコンテンツ
を多数用意しています。

■ 西武線沿線サミット協定
　２０１２年に池袋線・西武秩父線の起点・終点を
つなぐ４者（豊島区・飯能市・秩父市・当社）にて発
足。2018年より新たに2者（所沢市・横瀬町）を
加え、観光・文化・教育・産業・環境などの幅広い
分野で連携し、イベントなどを実施しながら各自
治体の魅力を発信しています。■ 訪日外国人向けSNS

　 [ 英語・中国語（繁体字）・タイ語 ］
　沿線の行事、旬の観光情報およびグループ施
設の案内などを2015年4月より発信してい
ます。
■ オリジナルアニメ
　2018年３月に観光地の秩父を舞台にしたオ
リジナルアニメをWeb
サイトにて公開しまし
た。秩父出身の声優・
黒沢ともよさんなど豪
華キャストを起用する
ほか、英語・フランス
語・中国語（繁体字）な
どの多言語字幕で秩
父の魅力を国内外に
広く発信しています。
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お客さま・地域とのコミュニケーション
さまざまなふれあいを通じ、お客さま・地域とともに歩みます。
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　 「西武鉄道公式チャンネル／
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　文章や写真では伝えきれない西武鉄道および西
武線沿線の魅力を動画で配信しており、当社の新
着情報や企業活動などを随時お届けしています。
■ 西武鉄道運行情報Twitter
　当社線の電車の運行に15分以上の遅れが発
生、または見込まれる場合に「西武鉄道Webサイ
ト」で発信している運行情報を、Twitterを活用し
てお客さまのスマートフォンなどの端末にお届け
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■ Hanako w/ Seibu
　ライフスタイル誌「Hanako」とタイアップし、
魅力的なお店や暮らす人をきっかけにライフスタ
イルやコミュニティーの輪を知ることで、西武線
沿線の街で暮らすイメージを思い描くことがで
きるサイトとなっています。

■ すもうよ！西武線沿線
　2019年度より、SUUMOとタイアップし、西武線
沿線の住まい情報を発信することを目的とした
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届けするとともに、より西武線沿線で暮らすイメージ
を深めていただけるコンテンツをご用意しています。
■ テレビＣＭ
　2013年3月より、秩父地域などへの旅客誘致
や、沿線ブランドイメージの向上を目指してテレ
ビCMを放映しています。

■ 西武鉄道Webサイト
<https://www.seiburailway.jp>
　運行情報、乗換案内、企業情報、観光情報など
を発信しており、最新の情報は、スライド式のメイ
ンバナーで紹介しています。2022年3月15日
にリニューアル公開しました。

◎ 花さんぽ（Webサイト）
<https://www.seiburailway.jp/railways/hanasanpo/>
　沿線に咲く四季折々の花々を花スポットととも
に紹介しています。
◎ ぐるっとプラス（Webサイト）
<https://grutto-plus.com>
　”遊んで””食べて””自然に触れる”西武線沿線地
域の魅力を共有・発信する情報サイトです。さま
ざまなスポットを8つのジャンル・エリアに分類。
おでかけがもっと楽しくなる情報を随時公開・発
信していきます。

■ 西武ニュース remo（レモ）
　西武線沿線でできる「あんなコト」「こんなコ
ト」を西武ニュースならではの視点で発信してい
ます。Webサイトでは紙面の情報に加え、沿線
の魅力を地元目線でお届けするインタビュー動
画を配信しています。
■ その他のパンフレット
◎ウォーキング＆ハイキングなど

情報発信
広報誌、Webサイト、SNSなどを通じて

■ 広報誌
　「西武鉄道かわら版」
　当社の安全・安心・快適のため
の取り組みや沿線のトピック、グ
ループ情報などを紹介していま
す。全駅で配布しているほか、
Webサイトでも公開しています。

<https://www.seiburailway.jp/railways/kids/>
　魅力的なキャラクターたちとクイズやゲームを
楽しみながら、電車のマナーや沿線の魅力などを
学べます。電車のお仕事を体験できるコンテン
ツやおでかけ情報などもあり、親子で楽しめる
Webサイトです。

西武鉄道キッズ
親子で楽しく電車が学べるWebサイト

■ 駅員さんキャラクター
　硬くなりがちなお客さまへの告知などを親しみ
やすくするために登場しました。さまざまなポス
ターやパンフレットなどで見られるほか、着ぐるみ
も製作し、各種イベントで活躍しています。

レイルくん スマイルちゃん

地域との連携
地域の活性化を目的に、自治体と連携

協定締結式の様子（2018年4月）

■ 江古田キャンバスプロジェクト
　2019年度より、江古田駅周辺に所在する武蔵
大学、日本大学芸術学部、武蔵野音楽大学ととも
に、江古田のまちを一つのキャンバスに見立て、音
楽やアート、カルチャーなど自由な発想・表現で彩
り、人と人、人とまちをつない
でいくプロジェクトを実施して
います。街の活性化とともに、
学生の学びを応援することに
より地域連携を深めています。
■ はんのーと
　2021年度より、地元まちづくり会社の
（株）Akinaiや飯能市とともに、飯能エリアの魅力
を発信し、飯能に繰り返し訪れる人（＝交流人口や
関係人口）を増やすことで、飯能エリアへの移住
を促進することを目的としたプロジェクトを実施
しています。Webサイトでは地域情報や移住を
テーマにした情報をお届け
しており、飯能エリアでの暮
らしが想像できるコンテンツ
を多数用意しています。

■ 西武線沿線サミット協定
　２０１２年に池袋線・西武秩父線の起点・終点を
つなぐ４者（豊島区・飯能市・秩父市・当社）にて発
足。2018年より新たに2者（所沢市・横瀬町）を
加え、観光・文化・教育・産業・環境などの幅広い
分野で連携し、イベントなどを実施しながら各自
治体の魅力を発信しています。■ 訪日外国人向けSNS

　 [ 英語・中国語（繁体字）・タイ語 ］
　沿線の行事、旬の観光情報およびグループ施
設の案内などを2015年4月より発信してい
ます。
■ オリジナルアニメ
　2018年３月に観光地の秩父を舞台にしたオ
リジナルアニメをWeb
サイトにて公開しまし
た。秩父出身の声優・
黒沢ともよさんなど豪
華キャストを起用する
ほか、英語・フランス
語・中国語（繁体字）な
どの多言語字幕で秩
父の魅力を国内外に
広く発信しています。
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観光地への誘客

　沿線各地域の活性化と新しい旅行スタイルの
提供を目的として、2016年4月にデビュー。
4000系車両をリメークし、外観は荒川の水の流
れを表現して、車内の一部には伝統工芸品や地産
木材である「西川材」を使用しています。また、当
社初となるレストラン車両を設け、すべての座席
で食事が楽しめます。

西武 旅するレストラン「52席の至福」
沿線地域観光の新しい提案

日高市・高麗の里｢巾着田」の曼珠沙華

秩父市・羊山公園｢芝桜の丘」

横瀬町｢あしがくぼの氷柱」

地域の活性化
地域団体との協力関係

　秩父地域活性化の一環として、秩父市・羊山公
園「芝桜の丘」への旅客誘致を地域団体とともに
展開しているほか、芝桜の見頃となるゴールデン
ウィークを中心に臨時電車・臨時特急も増発して
います。曼珠沙華の群生地である日高市・高麗
の里「巾着田」についても同様に協力しています。
また、横瀬町で開催する「あしがくぼの氷柱」に合
わせ、特急電車の臨時停車や氷柱のライトアップ
に合わせた一部電車の徐行運転も行っています。

まんじゅしゃげ

きんちゃくだ

ひょうちゅう

西武 旅するレストラン「52席の至福」

4号車（ダイニング）

3号車（厨房車両オープンキッチンスペース）

各種イベント

さまざまなイベント
当社へより親しみを持っていただくために

当社を身近に感じていただくために。

■ 西武・電車フェスタ in 武蔵丘車両検修場
　当社最大の車両検修施設を特別に一般公開
して、車両検修作業の見学や実演・体験イベント
などを行い、毎年多くのお客さまにご来場いた
だいています。なお、2022年は2021年に引
き続きコロナ禍を考慮し、人数を制限して開催し
ました。

■ WEST CODE第四弾 西武謎道中
　～消えた若殿と謎の置き手紙～
　西武線沿線の駅および駅周辺を実際に散策
しながら、冊子に記載されている謎を解き明か
していく、分散周遊型のイベント「WEST CODE 
第四弾 西武謎道中 ～消えた若殿と謎の置き手
紙～」を実施しました。

■ ウォーキング＆ハイキング
　当社が行っているウォーキングイベントです。
街歩きからハイキングまで幅広く、季節に応じて
楽しめるコースを設定しています。

■ その他のイベント
◎アニメーションとコラボレーションしたスタンプ
ラリーや鉄道ファンや親子を対象としたツアー
など

　当社では、グループスローガン「でかける人を、
ほほえむ人へ。」を実現するために、さまざまなイ
ベントを継続して開催しています。
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観光地への誘客

　沿線各地域の活性化と新しい旅行スタイルの
提供を目的として、2016年4月にデビュー。
4000系車両をリメークし、外観は荒川の水の流
れを表現して、車内の一部には伝統工芸品や地産
木材である「西川材」を使用しています。また、当
社初となるレストラン車両を設け、すべての座席
で食事が楽しめます。

西武 旅するレストラン「52席の至福」
沿線地域観光の新しい提案

日高市・高麗の里｢巾着田」の曼珠沙華

秩父市・羊山公園｢芝桜の丘」

横瀬町｢あしがくぼの氷柱」

地域の活性化
地域団体との協力関係

　秩父地域活性化の一環として、秩父市・羊山公
園「芝桜の丘」への旅客誘致を地域団体とともに
展開しているほか、芝桜の見頃となるゴールデン
ウィークを中心に臨時電車・臨時特急も増発して
います。曼珠沙華の群生地である日高市・高麗
の里「巾着田」についても同様に協力しています。
また、横瀬町で開催する「あしがくぼの氷柱」に合
わせ、特急電車の臨時停車や氷柱のライトアップ
に合わせた一部電車の徐行運転も行っています。
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きんちゃくだ

ひょうちゅう

西武 旅するレストラン「52席の至福」

4号車（ダイニング）

3号車（厨房車両オープンキッチンスペース）

各種イベント

さまざまなイベント
当社へより親しみを持っていただくために

当社を身近に感じていただくために。

■ 西武・電車フェスタ in 武蔵丘車両検修場
　当社最大の車両検修施設を特別に一般公開
して、車両検修作業の見学や実演・体験イベント
などを行い、毎年多くのお客さまにご来場いた
だいています。なお、2022年は2021年に引
き続きコロナ禍を考慮し、人数を制限して開催し
ました。

■ WEST CODE第四弾 西武謎道中
　～消えた若殿と謎の置き手紙～
　西武線沿線の駅および駅周辺を実際に散策
しながら、冊子に記載されている謎を解き明か
していく、分散周遊型のイベント「WEST CODE 
第四弾 西武謎道中 ～消えた若殿と謎の置き手
紙～」を実施しました。

■ ウォーキング＆ハイキング
　当社が行っているウォーキングイベントです。
街歩きからハイキングまで幅広く、季節に応じて
楽しめるコースを設定しています。

■ その他のイベント
◎アニメーションとコラボレーションしたスタンプ
ラリーや鉄道ファンや親子を対象としたツアー
など

　当社では、グループスローガン「でかける人を、
ほほえむ人へ。」を実現するために、さまざまなイ
ベントを継続して開催しています。
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インバウンドの取り組み

■ 「SEIBU 1Day Pass・２Day Pass」
　海外からのお客さま限定で、西武線全線乗り
降り自由（多摩川線を除く）な4種類のおトクな
きっぷを池袋・西武新宿駅にて発売しています。
1日券・2日券のほか、秩父鉄道にも乗れる「＋
Nagatoro
きっぷ」も好
評です。

おトクなきっぷの発売
利便性の向上

■ 「川越アクセスきっぷ」
　西武新宿・高田馬場駅から本川越駅までの往
復乗車券と、同区間の往復特急券がセットになっ
たおトクなきっぷです。西武新宿・高田馬場駅の
ほか、海外からのお客さまが多数宿泊されている
新宿プリンスホテルでも発売し、利便性向上に努
めています。
■ 「SEIBU KAWAGOE PASS（西武川越パス）」
　海外からのお客さま限定で、西武新宿・高田馬
場・池袋～本川越駅の往復割引乗車券を、西武
新宿・高田馬場・池袋駅にて発売。お守り型で、
表面の文字は金箔加工されています。また、京
成電鉄の空港第2ビル駅構内の
「SKYLINER & KEISEI INFOR-
MATION CENTER」や都内発売
協力店舗でも発売しています。

■ 「M00MINVALLEY PARK 
　 Ticket & Travel Pass」
　海外からのお客さま限定で、飯能の「ムーミン
バレーパーク」入園と西武線全線乗り降り自由
（多摩川線を除く）ならびに飯能駅などからパーク
間のバス往復をセットにした
おトクなきっぷを、池袋・西武
新宿・高田馬場駅にて発売し
ています。訪日外国人のお客
さまの便宜を図るため、オン
ラインでも発売しています。

■ 駅施設のサイン
　駅設備サインや誘導サインなどは、ピクトグラ
ムや日本語・英語・中国語（簡体字）・韓国語の
4ヵ国語で表記してい
ます。車内では、英語に
よる行先・乗換放送が
行える機器を導入して
います。

観光・暮らしのサポート
外国人のお客さまにも分かりやすく

4ヵ国語の駅サイン

池袋 西武新宿

■ タブレット端末の導入
　正確で分かりやすいご案内のために、駅係員に
タブレット端末を貸与し、多言語に対応した翻訳ア
プリのほか、インターネットや地図などを活用して
います。
■ 西武ツーリストインフォメーションセンターの開設
　池袋・西武新宿駅構内において、海外からのお
客さま向けに、より安心・快適に当社線沿線を観
光いただくため、西武ツーリストインフォメーショ
ンセンターを開設。西武線沿線の魅力を訪日外
国人のお客さまにご案内します。 

■ 外国語Webサイト
　英語・中国語（繁体字・簡体字）・韓国語でWeb
サイトを展開。駅や電車に関する基本情報や運
行情報、沿線観光情報、ニュースリリースなど、沿
線の魅力を海外にも発信しています。
■ 外国人定住
　外国人の方が沿線でライフサイクルを構築し、
住み続けていただくための施策を実施していま
す。観光目線とは異なり、沿線のお店や人に
フォーカスを当てた情報を発信しています。

お客さまに、さらに気持ち良く過ごしていただくために。

サービス向上への取り組み

　駅係員や乗務員が「サービス介助士」の資格を
取得しており、接客のエキスパートとして活躍して
います。
　「サービス介助士」とは、公益財団法人「日本ケ
アフィット共育機構」認定の資格です。この資格
は、ご高齢者や障がいをお持ちのお客さまへの
「おもてなしの心」と「介
助技術」の修得を目的
としています。当社で
は駅係員全員の取得を
目指しています。

サービス介助士
“おもてなしの心”を

　鉄道利用の際「妊娠初期の場合は外見からは
分かりにくく、妊婦と気付いてもらえない」「勘違
いに対する恐れから、妊婦の方へ席を譲れない」。
こうした声にお応えし、全駅
で妊婦の方々へマタニティ
マーク（ボールチェーンタイ
プ）を配布しています。

マタニティマークの配布
妊産婦の方々へやさしさを

　地域の一員でもある鉄道事業者では、より安
全・安心な地域づくりに貢献するため「こども
110番の駅」の取り組みを進めています。
　当社でも2006年4月から取り組んでおり、お
子さまが助けを求めてきたときに保護し、110番
通報するなどの対応を取っています。地域の安
全・安心を担う一員
として、お子さまに
とって楽しく、安心な
駅を目指します。

こども110番の駅
安全・安心な地域づくりのために

　所沢市と協力し、2004年度より「駅ボランティ
ア」を開始。所沢市内の駅を利用する中学生以
上の方、秋草学園短期大学の皆さまなどが活動し
ています。駅をご利用のご高齢者や障がいをお
持ちのお客さまのため
に、きっぷの購入や手
荷物の運搬、通路や階
段の移動などをサポー
トしています。

駅ボランティア
ご高齢者や障がいをお持ちの方々をサポート

航空公園駅で実施された駅ボランティア体験会

2022 Gullane(Thomas)Limited

　心停止状態となった際、
心臓に電気ショック（電気
的除細動）を与え、救命を
図る医療機器です。音声
により、心臓マッサージと
人工呼吸をガイドします。
全駅に設置しています。

A E D
万一のために「AED（自動体外式除細動器）」を設置

　お客さまへのサービス向上、係員の技術向上
を目的に行っています。駅係員が業務知識を競
う「駅務競技会」のほか、運転士は定時運転による
安全な運転技術と乗り心地の向上を競い、車掌は
案内放送と接客技術を競う「乗務競技会」があり
ます。

駅務・乗務競技会
専門能力の向上を目指し、高レベルで競われる競技会

※2020年度・2021年度は新型コロナウイルスの影響により中止
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インバウンドの取り組み

■ 「SEIBU 1Day Pass・２Day Pass」
　海外からのお客さま限定で、西武線全線乗り
降り自由（多摩川線を除く）な4種類のおトクな
きっぷを池袋・西武新宿駅にて発売しています。
1日券・2日券のほか、秩父鉄道にも乗れる「＋
Nagatoro
きっぷ」も好
評です。

おトクなきっぷの発売
利便性の向上

■ 「川越アクセスきっぷ」
　西武新宿・高田馬場駅から本川越駅までの往
復乗車券と、同区間の往復特急券がセットになっ
たおトクなきっぷです。西武新宿・高田馬場駅の
ほか、海外からのお客さまが多数宿泊されている
新宿プリンスホテルでも発売し、利便性向上に努
めています。
■ 「SEIBU KAWAGOE PASS（西武川越パス）」
　海外からのお客さま限定で、西武新宿・高田馬
場・池袋～本川越駅の往復割引乗車券を、西武
新宿・高田馬場・池袋駅にて発売。お守り型で、
表面の文字は金箔加工されています。また、京
成電鉄の空港第2ビル駅構内の
「SKYLINER & KEISEI INFOR-
MATION CENTER」や都内発売
協力店舗でも発売しています。

■ 「M00MINVALLEY PARK 
　 Ticket & Travel Pass」
　海外からのお客さま限定で、飯能の「ムーミン
バレーパーク」入園と西武線全線乗り降り自由
（多摩川線を除く）ならびに飯能駅などからパーク
間のバス往復をセットにした
おトクなきっぷを、池袋・西武
新宿・高田馬場駅にて発売し
ています。訪日外国人のお客
さまの便宜を図るため、オン
ラインでも発売しています。

■ 駅施設のサイン
　駅設備サインや誘導サインなどは、ピクトグラ
ムや日本語・英語・中国語（簡体字）・韓国語の
4ヵ国語で表記してい
ます。車内では、英語に
よる行先・乗換放送が
行える機器を導入して
います。

観光・暮らしのサポート
外国人のお客さまにも分かりやすく

4ヵ国語の駅サイン

池袋 西武新宿

■ タブレット端末の導入
　正確で分かりやすいご案内のために、駅係員に
タブレット端末を貸与し、多言語に対応した翻訳ア
プリのほか、インターネットや地図などを活用して
います。
■ 西武ツーリストインフォメーションセンターの開設
　池袋・西武新宿駅構内において、海外からのお
客さま向けに、より安心・快適に当社線沿線を観
光いただくため、西武ツーリストインフォメーショ
ンセンターを開設。西武線沿線の魅力を訪日外
国人のお客さまにご案内します。 

■ 外国語Webサイト
　英語・中国語（繁体字・簡体字）・韓国語でWeb
サイトを展開。駅や電車に関する基本情報や運
行情報、沿線観光情報、ニュースリリースなど、沿
線の魅力を海外にも発信しています。
■ 外国人定住
　外国人の方が沿線でライフサイクルを構築し、
住み続けていただくための施策を実施していま
す。観光目線とは異なり、沿線のお店や人に
フォーカスを当てた情報を発信しています。

お客さまに、さらに気持ち良く過ごしていただくために。

サービス向上への取り組み

　駅係員や乗務員が「サービス介助士」の資格を
取得しており、接客のエキスパートとして活躍して
います。
　「サービス介助士」とは、公益財団法人「日本ケ
アフィット共育機構」認定の資格です。この資格
は、ご高齢者や障がいをお持ちのお客さまへの
「おもてなしの心」と「介
助技術」の修得を目的
としています。当社で
は駅係員全員の取得を
目指しています。

サービス介助士
“おもてなしの心”を

　鉄道利用の際「妊娠初期の場合は外見からは
分かりにくく、妊婦と気付いてもらえない」「勘違
いに対する恐れから、妊婦の方へ席を譲れない」。
こうした声にお応えし、全駅
で妊婦の方々へマタニティ
マーク（ボールチェーンタイ
プ）を配布しています。

マタニティマークの配布
妊産婦の方々へやさしさを

　地域の一員でもある鉄道事業者では、より安
全・安心な地域づくりに貢献するため「こども
110番の駅」の取り組みを進めています。
　当社でも2006年4月から取り組んでおり、お
子さまが助けを求めてきたときに保護し、110番
通報するなどの対応を取っています。地域の安
全・安心を担う一員
として、お子さまに
とって楽しく、安心な
駅を目指します。

こども110番の駅
安全・安心な地域づくりのために

　所沢市と協力し、2004年度より「駅ボランティ
ア」を開始。所沢市内の駅を利用する中学生以
上の方、秋草学園短期大学の皆さまなどが活動し
ています。駅をご利用のご高齢者や障がいをお
持ちのお客さまのため
に、きっぷの購入や手
荷物の運搬、通路や階
段の移動などをサポー
トしています。

駅ボランティア
ご高齢者や障がいをお持ちの方々をサポート

航空公園駅で実施された駅ボランティア体験会

2022 Gullane(Thomas)Limited

　心停止状態となった際、
心臓に電気ショック（電気
的除細動）を与え、救命を
図る医療機器です。音声
により、心臓マッサージと
人工呼吸をガイドします。
全駅に設置しています。

A E D
万一のために「AED（自動体外式除細動器）」を設置

　お客さまへのサービス向上、係員の技術向上
を目的に行っています。駅係員が業務知識を競
う「駅務競技会」のほか、運転士は定時運転による
安全な運転技術と乗り心地の向上を競い、車掌は
案内放送と接客技術を競う「乗務競技会」があり
ます。

駅務・乗務競技会
専門能力の向上を目指し、高レベルで競われる競技会

※2020年度・2021年度は新型コロナウイルスの影響により中止
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CSへの取り組み図

お客さま

本　社

西武鉄道お客さまセンター

現　業

駅係員・乗務員 お客さま満足度調査

広報部CS担当

ご意見
ご要望

調査
結果報告

情報共有

お問合せ
ご意見
ご要望

回答

整理・分析結果の報告
調査・対応依頼
改善策の提案

「お客さまの声」の共有
（旬報・月報）

改善の実現
・

サービス品質
の向上

CSへの取り組み
お客さまの声を、サービス向上に役立てています。

　時代とともに多様化するお客さまのニーズ
を的確にとらえ、よりご満足いただけるサービ
スを提供していくことが西武鉄道の使命です。
そのため当社ではＣＳ（顧客満足＝Customer 
Satisfaction）推進活動に積極的に取り組み、
お客さまの満足度の向上に努めています。
　「西武鉄道お客さまセンター」はもちろん、駅係
員・乗務員に直接寄せられたご意見・ご要望は、

すべて「お客さまの声」として整理・分析したうえ
でデータベース化され、各担当部署に届けられま
す。この「お客さまの声」は、1ヵ月分をまとめ月
報として全職場に配信し、情報を経営陣および全
社員が共有しています。
　また、当社の取り組みを客観的に評価いただく
「お客さま満足度調査」を実施し、その結果を施策
に活用しています。
　今後もお客さまのご意見・ご要望を真摯に受け
止め、「お客さまの期待値を超えるサービス」の実
現に努めてまいります。

ＣＳへの取り組み
お客さまの満足度向上のために

　西武鉄道お客さまセンターは、CS推進体制構
築の一環として2006年4月に開設しました。
　お客さまとのコンタクトステーションとして、積
極的にお客さまの声を広くお聞きし、ニーズを的
確にとらえたサービスを提供していけるよう生か
してまいります。また、外国のお客さまからのお
問合せは、2011年より通訳を介し三者間通話
（現在6ヵ国語）で対応しています。

■ 営業時間 ： 全日 9：00～17：00
　　　　　　 （12/30～1/3を除く）
■ TEL.（04）2996-2888
　 （音声ガイダンスによりご希望の内容をお選びください。）
■ Webサイト
https://www.seiburailway.jp
内の「お問合せ・よくあるご質問」をお選びください。
＜業務内容＞
● サービスや施設に関するご意見・ご要望
● 電車の時刻・運賃のお問合せ
● 特急・有料座席指定列車の空席ご照会　
● お忘れ物のお問合せ

西武鉄道お客さまセンター
お客さまとのコンタクトステーション

新型コロナウイルス感染症を受けた取り組み

新型コロナウイルス感染予防対策
安心してご利用いただくために

■ 消毒の実施
　お客さまが直接触れる自動券売機やエスカ
レーターの手すり、車内の手すりや吊り革、握り
棒などは、消毒液を用いて定期的に消毒してい
ます。

■ 飛沫感染の防止
　駅係員、乗務員はマスクの着用、手洗い、手指
消毒を徹底しています。特急列車、有料座席指
定列車の車内をご案内する係員はフェイスシー
ルドを着用しています。
　また、お客さまと接するご案内窓口などにビ
ニールシートなどを設置しています。
■ 車内の換気
　通勤車両は窓および停車中のドアから換気を
行っており５分に１回程度で、特急車両は空調装置
から換気を行っており４～５分に１回程度で、車内
の空気が入れ替わっています。
　通勤車両は、車両基地から運転を開始する際、１
両あたり６ヵ所程度、約１０cm、係員が窓を開けて
運転しています。

■ 車内放送やポスターの掲出
　ご利用のお客さまへ、車内換気のための窓開
けやマスクの着用、会話を控えめにしていただく
こと、また、ラッシュ時間帯のご利用を避ける時差
通勤やテレワークなどのお願いに関する車内放
送やポスター掲出を行っています。

感染予防・マナー向上の呼びかけ
新しい生活様式に合わせた啓発を実施
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ご要望
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調査・対応依頼
改善策の提案

「お客さまの声」の共有
（旬報・月報）

改善の実現
・
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の向上

CSへの取り組み
お客さまの声を、サービス向上に役立てています。

　時代とともに多様化するお客さまのニーズ
を的確にとらえ、よりご満足いただけるサービ
スを提供していくことが西武鉄道の使命です。
そのため当社ではＣＳ（顧客満足＝Customer 
Satisfaction）推進活動に積極的に取り組み、
お客さまの満足度の向上に努めています。
　「西武鉄道お客さまセンター」はもちろん、駅係
員・乗務員に直接寄せられたご意見・ご要望は、

すべて「お客さまの声」として整理・分析したうえ
でデータベース化され、各担当部署に届けられま
す。この「お客さまの声」は、1ヵ月分をまとめ月
報として全職場に配信し、情報を経営陣および全
社員が共有しています。
　また、当社の取り組みを客観的に評価いただく
「お客さま満足度調査」を実施し、その結果を施策
に活用しています。
　今後もお客さまのご意見・ご要望を真摯に受け
止め、「お客さまの期待値を超えるサービス」の実
現に努めてまいります。

ＣＳへの取り組み
お客さまの満足度向上のために

　西武鉄道お客さまセンターは、CS推進体制構
築の一環として2006年4月に開設しました。
　お客さまとのコンタクトステーションとして、積
極的にお客さまの声を広くお聞きし、ニーズを的
確にとらえたサービスを提供していけるよう生か
してまいります。また、外国のお客さまからのお
問合せは、2011年より通訳を介し三者間通話
（現在6ヵ国語）で対応しています。

■ 営業時間 ： 全日 9：00～17：00
　　　　　　 （12/30～1/3を除く）
■ TEL.（04）2996-2888
　 （音声ガイダンスによりご希望の内容をお選びください。）
■ Webサイト
https://www.seiburailway.jp
内の「お問合せ・よくあるご質問」をお選びください。
＜業務内容＞
● サービスや施設に関するご意見・ご要望
● 電車の時刻・運賃のお問合せ
● 特急・有料座席指定列車の空席ご照会　
● お忘れ物のお問合せ

西武鉄道お客さまセンター
お客さまとのコンタクトステーション

新型コロナウイルス感染症を受けた取り組み

新型コロナウイルス感染予防対策
安心してご利用いただくために

■ 消毒の実施
　お客さまが直接触れる自動券売機やエスカ
レーターの手すり、車内の手すりや吊り革、握り
棒などは、消毒液を用いて定期的に消毒してい
ます。

■ 飛沫感染の防止
　駅係員、乗務員はマスクの着用、手洗い、手指
消毒を徹底しています。特急列車、有料座席指
定列車の車内をご案内する係員はフェイスシー
ルドを着用しています。
　また、お客さまと接するご案内窓口などにビ
ニールシートなどを設置しています。
■ 車内の換気
　通勤車両は窓および停車中のドアから換気を
行っており５分に１回程度で、特急車両は空調装置
から換気を行っており４～５分に１回程度で、車内
の空気が入れ替わっています。
　通勤車両は、車両基地から運転を開始する際、１
両あたり６ヵ所程度、約１０cm、係員が窓を開けて
運転しています。

■ 車内放送やポスターの掲出
　ご利用のお客さまへ、車内換気のための窓開
けやマスクの着用、会話を控えめにしていただく
こと、また、ラッシュ時間帯のご利用を避ける時差
通勤やテレワークなどのお願いに関する車内放
送やポスター掲出を行っています。

感染予防・マナー向上の呼びかけ
新しい生活様式に合わせた啓発を実施
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※2021年4月現在

部長・室長級

勤 務

次長・課長級
マネジメント強化研修
課長登用試験 合格者・合格者フォロー研修

課長補佐級 課長補佐登用試験 合格者・合格者フォロー研修

勤務（昇格） 昇格・職種転換試験 合格者研修

主任級
現業管理職・本社主任3年目研修

現業管理職・本社主任登用試験 合格者研修

評
価
者
研
修 O

J
T
研
修

テ
ー
マ
別
研
修

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
研
修

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

公
開
講
座（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）・通
学
講
座（
資
格
取
得
）

通
信
教
育
講
座（
資
格
取
得 ・ 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ ・ 

奨
励
金
制
度
）

外
部
派
遣
型
研
修

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
研
修

選
抜
型
研
修（
語
学
留
学・経
営
大
学
院
派
遣
）

階層別 年次別 全社員共通
知識習得・
意識改革 自己啓発ビジネスリテラシー・セルフマネジメントマネジメント（職階別）研修グループ合同

各種試験

西武鉄道
教育体系

新入社員
導入教育

若手
社員研修

入 社
10年目
社員研修

入 社
20年目
社員研修

50歳
キャリア
研 修

新入社員
フォロー研修

新入社員
追研修

働きやすい環境づくり
社員が安心して活躍できる環境を整備しています。

■ 世帯用住宅・独身寮
　世帯用住宅が新狭山に159戸あるほか、独身
寮が萩山、所沢、東村山、保谷の4ヵ所にあり、定
員は合計266人です。

■ 健康支援センター
　産業医を中心に保健師、衛生管理者が社員の
健康管理に当たっています。
■ 社員食堂
　沿線に24ヵ所あります。
■ 保険制度
　団体割引が適用されるグループ保険のほか、
傷害保険、医療保険、ガン保険、自動車保険があ
ります。
■ その他
　社員持株会、個人積立年金、財形制度、互助会制
度、各種割引制度、社員・家族行事などがあります。

福利厚生施設・制度の概要
安心して仕事に取り組むための施設・制度

人材育成
明日の西武鉄道を創造する人材を育成しています。

■ 社内教育／各部別教育、講習会、訓練、コンクー
ルへの参加

■ 社外教育／他社見学、各種講座、研究派遣など

職場内教育
職場の業務に直結した知識・スキルの習得

■ 運転士教育
　◎運転士養成教育・再教育
　◎構内運転士養成教育・再教育
　◎指導操縦者の養成教育
　◎既成乗務員研修
　電車運転用シミュレータでは、CG映像による
全天候型で運転訓練・非常時の処置・車両故障な
どの訓練が可能です。屋外
には保線・信号・電力を実習
できる教材を備えています。
■ 車掌教育
　◎車掌養成教育・再教育
　◎指導車掌の養成教育
　◎既成乗務員研修
■ 信号係教育

鉄道係員養成所職能教育
各職種に必要な知識・技能の教育

西武研修センター（鉄道係員養成所 併設）
さまざまな設備を備えた教育施設

　社員の自己啓発を支援するグループ合同通信
教育や、自主参加型の全社員向け公開講座、テー
マ別公募型研修を行っています。

自己啓発の支援など
社員一人ひとりが学び続ける姿勢を育む

■ 新入社員教育／入社後に行う各部合同基礎教
育および、職場での経験の振り返りやフォロー
研修、追研修など
■ 年次別研修／入社4・10・20年目社員、50
歳社員に対する研修
　総合職に対する職種に応じた研修
■ 合格者研修／各種試験合格者に対する研修
■ 階層別研修／各階層に対する研修
■ OJT研修／指導スキル、教育文化の定着、職
場のOJT展開・支援環境の整備、社員育成の
ための研修
■ グループ合同研修／グループビジョン実現の
ための戦略の実行と組織の活性化を図るため
の研修

職場外教育
社員一人ひとりの意識向上、能力開発を目的とした教育

西武グループダイバーシティ推進基本方針
女性活躍推進を中心に各種推進

　西武グループでは、ダイバーシティ推進に関す
る基本方針の長期ビジョンとして「多様な社員一
人ひとりを尊重し、全員の能力と熱意を最大限に
発揮できる職場風土を醸成し、イノベーションを
生み出すことで、企業価値向上を目指す」と定め、
女性活躍推進を中心として各種取り組みを推進
しています。

自分らしい女性リーダーを目指して
約6ヵ月間のキャリアアッププログラムを開催

　「自分らしい女性リーダー」を育成することを目
的として、女性社員とその上司で参加する、ＯＪＴ
研修を中心とした約６ヵ月間のキャリアアッププ
ログラム「ＳＥＩＢＵ
ダイバーシティカ
レッジ」を定期的に
開催しています。

仕事と育児の両立実現
育児関係制度の充実と環境の整備

　西武グループ全体の取り組みと連携して、仕事
と育児の両立環境実現に向け、制度の充実、環境
の整備を図っています。
◎育児関係制度の充実のほか、育児休業中の会
社との情報共有ツールとして、育児休業社員に
対しタブレット端末を貸与しています。

◎男性の育児休業取得促進に
向けて、育児休業取得促進パ
ンフレットを作成し、こどもが
誕生した男性社員に対して
配付しています。

西武研修センター全景

電車運転用シミュレータ

世帯用住宅（新狭山住宅） 西武グループ保谷寮

◎鉄骨鉄筋構造
　3階建
◎敷地面積
　22,639.19㎡
◎延床面積
　  5,251.08㎡

　最大250人収容可能な教室のほか、コン
ピュータ教室・視聴覚室・大広間（95畳）・食堂・
喫茶コーナー・宿泊施設（最大100人宿泊可
能）・サッカー場1面などを備え、さまざまな研修・
講習会などを行うことができる施設です。
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ンフレットを作成し、こどもが
誕生した男性社員に対して
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